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平成26年度 事業報告（前文） 
  

 

平成26年度を振り返って 

 

 平成26年度の総括としては必ずしも十分な成果を上げ得たと

はいえず､平成27年度に課題を持ち越すことを余儀なくされた､い

わば谷間の一年となりました。 

 その要因としては､まず「ふくらん」の運営に係ることであります。

2年目を迎え､福祉事業として安定軌道に乗せることが命題であ

りましたが､販売面は順調に推移しましたが､作業に従事する障害

者との利用契約が停滞し､不十分といわざるを得ない1年となりま

した。 

 次は､県西福祉センター､プレアデスにおける利用者の動向が

年度当初の計画と相違し､やや低迷をしたことであります。 

 これらのことは､財政面にもハネ帰り､積立金を取り崩さざるを得

ないことになりましたが､いずれにしましても「ふくらん」の運営を

はじめいくつかの課題を平成27年度に持ち越すことになり､併せ

て､折りからの人材確保が思うに任せないことも重ね合わせて多

難な1年となりました。 

 

社会福祉法人県西福祉会 

理事長 松 本 信 輔 
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★経営方針 

★足柄療護園･県西福祉センター･プレアデスの概要 

    

      《 基本理念 》 
 

自主・参加・安心 

 私達は､自らの使命を認識しながら､そこに辿り着くため､施設運営に当たって

は､その基本理念を自主・参加・安心と定めます。私達の施設は､集団生活を避

けることはできませんが､集団生活の故に 

発生しがちな「管理」､「画一」､「指示」､「規 

制」を極力､排し､利用者個々人の「自主性､ 

主体性」を尊重し､当事者としての「参加」 

と「決定」を大切にしながら､家族ともども 

「安心感」のもてる生活の場を築きます。 

平成27年4月1日現在 

県西福祉センター 

  (多機能型事業所) 

足 柄 療 護 園 

 (障害者支援施設) 

施設入所支援 
60名 

生活介護 
30名 

自立訓練 
(機能訓練)12名 

短期入所 
6名 

◆ 沿 革 ◆ 
社会福祉法人県西福祉会 法人認可 
身体障害者療護施設足柄療護園 開設 
身体障害者デイサービス県西福祉会センター 開設 
生活介護事業･相談支援事業 開始 
自立訓練(機能訓練)事業 開始 
障害者支援施設(生活介護)へ事業移行 
就労継続支援Ｂ型事業 開始 
プレアデス(生活介護･就労Ｂ･共同生活介護)事業開始 
プレアデス日中一時事業(小田原市･南足柄市)事業開始 
県西福祉センター生活介護棟開設 / プレアデス福泉事業所開設 
プレアデスホーム いずみホーム開設 
プレアデス福泉 製造棟開設 
プレアデス福泉 ｢ふくらん｣開設 
プレアデスホーム やまさきホーム「シリウス」「リゲル」開設 
プレアデスホーム やまさきホーム「カペラ」「スピカ」開設 
 

生活介護 
60名 

就労継続 
支援Ｂ型15名 

相
談 

1 

プ レ ア デ ス 

  (多機能型事業所) 

生活介護 
20名 

就労継続支 
援Ｂ型25名 

相
談 

共同生活
援助36名 

日中
一時 

《 長期目標 》   

利用者満足の実現 

福祉プロ集団への進化 

地域福祉の活性化 

《 使 命 》 職員の情熱と地域社会の支持によって 
利用者安心の施設を目指します 

 
平成11年 8月 
平成13年 4月 
        
平成18年10月 
平成19年 4月 
平成20年 4月 
平成20年 7月 
平成22年 4月 
        
平成24年 4月 
平成24年 7月 
平成25年 4月 
平成25年 7月 
平成26年 4月 
平成27年 3月 



1. 理事会・評議員会 

 (1) 理事会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 評議員会 
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第1回 

5月23日 

 

理事5名 

監事2名 

第1号議案 平成25年度 事業報告（案）について 
第2号議案 平成25年度 決算報告（案）について 
第3号議案 県西福祉センター 就労継続支援Ｂ型事業所 
                         指定更新申請（案）について 
第4号議案 パートタイマー・アルバイト就業規則の一部改正（案）について 

第2回 

10月24日 

 

理事7名 

監事1名 

第1号議案 平成26年度 事業中間報告（案）について 
第2号議案 平成26年度 資金収支中間報告（案）について 
第3号議案 就業規則の改正（案）について 
第4号議案 運営規程の改正（案）について 

第3回 

3月13日 

 

理事7名 

監事2名 

第1号議案 次期評議員の選任（案）について 
第2号議案 平成26年度 資金収支補正予算（案）について 
第3号議案 平成27年度 事業計画（案）について 
第4号議案 平成27年度 資金収支予算（案）について 
第5号議案 プレアデスホームの指定変更（案）ならびに 
         運営規程の一部改正（案）について 
第6号議案 指導監査の口頭指摘事項に対する改善（案）について  

足柄療護園特別浴槽更新工事 

第1回 6月4日  現場説明会 

第2回 6月11日  入札 

第1回  5月23日 評議員12名/ 監事 2名 第3回 3月7日 評議員12名/ 監事2名 

第2回 10月24日 評議員15名/ 監事 1名 

プレアデス｢ふくらん」店舗工事 

第４回 6月21日 店舗引き渡し 

第1回  5月23日 評議員12名/ 監事 2名 理事会と同議題について 

第2回 10月24日 評議員15名/ 監事 1名 
監事の選任（案）について  
他､理事会と同議題について 

第3回 3月7日 評議員12名/ 監事2名 理事会第2号議案以降の同議題について 

第1回 

5月23日 

 

評議員12名 

監事2名 

第1号議案 平成25年度 事業報告（案）について 
第2号議案 平成25年度 決算報告（案）について 
第3号議案 県西福祉センター 就労継続支援Ｂ型事業所 
                         指定更新申請（案）について 
第4号議案 パートタイマー・アルバイト就業規則の一部改正（案）について 

第2回 

10月24日 

 

理事15名 

監事1名 

第1号議案 監事の選任（案）について 
第2号議案 平成26年度 事業中間報告（案）について 
第3号議案 平成26年度 資金収支中間報告（案）について 
第4号議案 就業規則の改正（案）について 
第5号議案 運営規程の改正（案）について 

第3回 

3月13日 

 

理事14名 

監事2名 

第1号議案 平成26年度 資金収支補正予算（案）について 
第2号議案 平成27年度 事業計画（案）について 
第3号議案 平成27年度 資金収支予算（案）について 
第4号議案 プレアデスホームの指定変更（案）ならびに 
         運営規程の一部改正（案）について 
第5号議案 指導監査の口頭指摘事項に対する改善（案）について  



2. 主要行事 

月 施設行事 法人･職員 地域･家族 他 

4 
施設外活動(バイキング)【足】 (花見)【プ】 
 

やまさきホーム 
  リゲル・シリウス開設 
 

ボランティア食事会【足】 

5 

健康診断 
施設外活動(電車で小田原)【足】 
施設外活動(地球博物館)【足】 
スポーツ大会【足】 
ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ・ｶﾗｵｹ外出【プ】  

健康診断 
監事監査 
理事会･評議員会 
 

家族会総会【足】 
ボランティア食事会【足】 

6 
プレアデス祭  
避難訓練【足】【プ】 
カラオケ大会【足&セ】 
施設外活動(江の島水族館)【足】 

職員会議 
避難訓練【足】 
クールビズ開始 
 

プレアデス祭 

7 

避難訓練 / スポーツ大会【足】 
施設外活動(ﾊﾞｲｷﾝｸﾞ)(足柄SA)【足】  
卓上ゲーム大会【足&セ】 
カラオケ外出【プ】 
七夕行事【足】【セ】【プ】 

「ふくらん」 1周年 
避難訓練【プ】 
定期昇給実施 

三竹・福泉・岩原・向田 
            夏祭り出店 
養護学校夏祭り出店【プ】 
小田原女子短大 利用者講演 

8 

家族交流BBQ【プ】 
調理実習【プ】 
下田組合同BBQ 【プ】 
流しそうめん【足&セ&プ】 
施設外活動(電車で買物)【足】 

沼田・いずみ・生駒夏祭り出店 
家族交流BBQ 【プ】 

9 

避難訓練 / バーベキュー【足】 
施設外活動(ﾊﾞｲｷﾝｸﾞ)【足】 
ローリングバレー大会【足&セ】 
カラオケ大会【足&セ】 
一泊旅行(TDL)【プ】  

職員会議 
避難訓練【足&セ】 
交通安全講習会 

 
 
 

10 

秋まつり/作品コンテスト 
健康診断 
スポーツ大会【セ】【足】 
施設外活動(鎌倉)【足】 
チャレンジ遠足【プ】 

理事会･評議員会 
秋まつり 

 

秋まつり<家族会共催>↑ 
大井高校 利用者講演 
山崎文化祭出店 

11 

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ予防接種 
文化ステージ発表【足&セ】  
施設外活動(紅葉)【足】【プ】 
カラオケ大会【足&セ】 
焼き芋会【足】【プ】/パターゴルフ【プ】 

 

評価面接 
ディズニー新人研修 

大井高校 実習受入 
北里大学 利用者講演 
三竹・関本自治会文化祭参加 
狩野・沼田・和田河原・ 
        日向文化祭出店 

12 

おもちつき【プ】 
卓上ゲーム大会【足&セ】 
クリスマス会【足】 
クリスマス行事【セ】【プ】 

理事会・評議員会 
職員会議 
避難訓練【足&セ】【プ】 
 

足柄ふれあいセミナー（115名） 
家族会･施設清掃（家族会） 
GH家族交流会【プ】 
日本女子大学 利用者講演 

日本社会事業大学 利用者講演 
中央医療健康大学校 講演 

1 

書初め【セ】 / 箱根駅伝応援【足】 
もちつき【足】/祝成人式【プ】 
文化作品展示会【足】 
運動会【プ】 

2 

節分行事【足】【セ】【プ】 
施設外活動（梅鑑賞）【足】 
一泊旅行(熱海)【プ】 
卓上競技大会【足&セ】 
スポーツ大会【足】 

職員健康診断(夜勤者) ちいきふくし博【足&セ&プ】 

3 

ひなまつり行事【セ】【プ】 
カラオケ大会【足&セ】 
ローリングバレー大会ぱっする杯 
施設外活動(映画)(ｶﾗｵｹ)【足】 

理事会･評議員会 
職員会議 / 避難訓練 
やまさきホーム 
  スピカ・カペラ開設 

わくわくのりのりコンサート【プ】 
家族会役員選出【足】 

3 



3. 組織体制 

 (1) 組織体制 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 職員数 

 

 

 

 

 

 (3) 職員配置 
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常勤数

非常勤

 今年度は､特に組織
体制の変更はおこ
なっていない。 

 プレアデスホームの
開所に伴い世話人7

名増員､夜間専属看
護師3名の採用などで､
年度末現在の職員総
数は143名（前年130

名）となった。 

 3月31日現在の各事業の配置職員は､指定基準を満たしている。 
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職員数の推移(3月31日現在の職員数) 

常 勤 職 員   73名 

非常勤職員   66名 

嘱 託 職 員       4名 

   合 計      143名 

総務課 

施設長 

生活支援課 医務課 

自立支援 生活支援 

地域福祉課 

事務員 

栄養士 

洗濯員 

清掃員 

医 師 

看護師 

訓 練 

支援員 
指導員 
看護師 

運転員 

支援員 支援員 

日中活動 

3月31日組織 

支援員 
指導員 
世話人 

施設長 

法人事務局      足柄療護園       県西福祉センター  プレアデス 

3月31日現在 

短期入所 

事務局長 施設長 

ふくらん 

支援員 
指導員 

職種 

足柄療護園 県西福祉センター プレアデス 

常勤 非常勤 常勤換算 指定基準 常勤 非常勤 指定基準 常勤 非常勤 指定基準 

管理者 1名   1名 1名(常勤) 1名(兼務)   1名(常勤) 1名   1名(常勤) 

サビ管 1名   1名 1名 1名   1名(常勤) 3名(兼務)   3名(常勤) 

医師   4名   必要数   1名(兼務) 必要数   1名(兼務) 必要数 

看護師 3名(兼務) 8名 4.6名 1名 1名(兼務)   1名(常勤) 1名(兼務)   1名 

生活支援員 32名 9名 36.1名 35.3名 9名 3名 5名 16名(兼務) 5名 1.9名 

訓練担当 1名(兼務) 2名 1.0名   2名(兼務) 1名(兼務) 1名 1名(兼務)     

職業指導員         4名  1名 3名 6名  1名 

栄養士 1名(兼務)   0.6名   1名(兼務)   1名 1名(兼務)   1名 

世話人+ 

生活支援員               14名(兼務) 9名  

その他 3名 12名 8名     3名       



4. 職員状況 

 (1) 労働条件の改定等 

 

 (2) 職員研修 

 

 開設以来着手していなかった就業規則について社会保険労務士
指導のもと改正を行った。7月に昇給を実施した。 

 計画に基づき､階層別に施設内研修を実施した｡新任研修ではディズニーランドにおいて､
サービスのあり方研修（参加7名）を行った。また､感染症防止対策にしぼって各事業所から
職員を人選し感染症研修を､労働局の「キャリア形成促進助成金」を活用し実施した。 

5 

①施設内研修実施状況 

②スキルアップ研修実施状況（業務時間扱い・自由参加型） 

③施設外自己啓発（SDS)：交通費(上限5千円)及び参加費を助成 

福祉資格受験状況 
 介護福祉士6名合格 

※その他､精神障害当事者の話を聞く（尾山氏）､基礎トランス研修（大野PT）他の研修を実施した。 

テーマ 講師 対象者 日程 テーマ 講師 参加者 
6月6日 力を引き出す介助術 

福辺節子 

12名 

8月8日 チーム力向上事前研修 
入江元太 10名 

7月3日 力を引き出す介助術 9月29日 チーム力向上 

8月28日 メンタルヘルス 網中達也 11/5～6日 TDR研修 
糠谷和弘 7名 

9月26日 介護現場の接遇 濱島しのぶ 1月15日 TDR研修ふりかえり 

10月23日 感染症 濱田雅樹 

ディズニー研修 

職員研修 テーマ 講 師 対象者 参加者 

4月3日  トランス  大野ＰＴ 中堅 22  

4月17日  利用者講演  利用者3名 新人 19 

5月16日   オムツの当て方  クレシアオムツアドバイザー 荒木氏 新人 21 

5月21日  食事・嚥下  猪川ＳＴ 新人 26 

6月18日  防災  奥津管理員 全体 49 

9月12日  緊急時の対応  足柄上病院 生田看護師 新人 23 

9月24日  防災  相日防災 全体 15 

9月26日  緊急時の対応  足柄上病院 生田看護師 新人 25 

10月28日  自閉症・発達障害の理解  風祭の森  吉澤氏 中堅 15 

10月30日  感染症  感染症.com 向田氏 全体 34 

11月17日  心理・愛着障害  諏訪部臨床心理士 中堅 33 

12月7日  ふれあいセミナー  人とホスピタリティ研究所 高野登氏 全体 76 

12月18日  交通安全  松田警察 全体 38 

1月8日  ストレングスの視点  山岸生活支援課長 全体 28 

1月29日  逃げ遅れる人々  KILC 小野氏 新人 25 

2月6日  難病  サポートＫＡＺＥ 工藤氏 中堅 24 

2月18日  権利擁護  KILC 鈴木治郎氏 全体 32 

2月19日  右麻痺・左麻痺  大野ＰＴ・猪川ＳＴ 新人 20 

3月25日  救命救急  小田原消防 全体 38 

日程 テーマ 講 師 参加者 

6月6日 口腔ケア 加藤明美歯科衛生士 18 

7月4日 緊急時の対応 足柄上病院 生田看護師 44 

7月28日 介護記録 日本女子大 久田則夫先生 37 

8月21日 トランス 大野ＰＴ 30 

9月1日 利用者講演 利用者3名 32 

11月21日 体位交換 ハートフルネットワーク 鈴木多加子氏 22 

日程 テーマ 講師等 参加者 

7/25・8/20・8/22 湘南ロボケアセンター見学 見学 25 

8月12日 パソコン研修 柴田事務局長 12 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3) 会議・委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 年間日程に基づき計画的に会議を開催した。 

 各委員会の活動を通じ､リーダーシップの発揮をはじめとした､職員の能力開発と組織運
営への参加をはかってきた。 
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会議･委員会実施状況 

⑤施設外研修受講状況 （32企画延べ47名参加） 

名 称 内 容 開催数 メンバー 

職員会議 
施設運営及び職員に係る事項について提起し､
職員間の意思疎通をはかる 

4回 全職員 

運営会議 
施設運営及び職員に係る事項について検討し､
組織の一体化を推進する 

12回 
理事長､各施設長､各課長 
各ﾘｰﾀﾞｰ､医務課ｻﾌﾞﾘｰﾀﾞｰ 

わくわく委員会 
（日中活動） 

クラブ活動や外出支援等､日中活動の企画･検
討を行い､充実した日中活動を目指す 

6回 
◎佐藤(千)､奥津､下山､武田､中
嶋､藤田､神羽､太田､NS､（山岸） 

いきいき委員会 
（生活向上） 

利用者自らが自立した生活を実現するための
能力を身に付けていく視点で検討する 

6回 
◎持丸､阿部､柘植､月村､五味､
熊澤､満田､猪川､（山岸） 

さくさく委員会 
(業務改善） 

業務の効率化を実現し､職員の負担を軽減し､
より充実した利用者支援につなげる 

9回 
◎竹内､山口､鈴木（匠）､府川､ 
宮﨑､（石川） 

リスクマネジメント 
委員会 

利用者が生活を送る上での安全安心確保と介
護事故の防止をはかる 

6回 
◎良知､山岸､佐々木､石川､山
口､柘植､迫田､P大川､根本 

ボランティア 
委員会 

ボランティア受入及び教育､対応にかかわること
について検討する 

12回 
◎露木､奥津､月村､中嶋､神羽､
北､猪川､土屋､P松本 

研修委員会 
職員の研修にかかわること､研修会の企画･開
催について検討する 

6回 
◎石井､増田､阿部､露木､白田､
鈴木(匠)､吉田､七海､嘉山､P大野 

衛生委員会 
労働災害及び疾病の防止対策を行い､快適な
作業環境の実現を促進する 

7回 
◎大澤､奥津（典）､藤田､嘉山､ 
向井､施設長､岡崎医師 

広報委員会 
広報誌『やまぶき』の編集･発行を行う。広報に
かかわることについて検討する 

4回 
◎下山､五味､奈良場､露木､ 
土屋､後藤､P鈴木 

短期入所受入 
検討会議 

短期入所利用者情報の共有と受入にかかわる
業務等の調整を行う 

6回 
◎増田､山岸､石川､山口､大澤､
根本､（佐々木） 

食のあり方 
検討委員会 

ソフト食の提供にかかわる課題の整理や食事
観察の必要な方の支援の仕組みづくりを行う 

7回 
◎猪川､満田､ﾘｰﾀﾞｰ､NS､P樽澤､
生田目､（課長） 

内 容 参加者 主 催 

新任職員研修 露木翼 神奈川県社会福祉協議会 

新人行動力強化研修 露木翼 神奈川県社会福祉協議会 

職場内研修担当者研修 石井千鶴 神奈川県社会福祉協議会 

障害児者の「くらす」を支える仕事 北 桂子 神奈川県社会福祉協議会 

福祉施設のための食品表示法研修会 田中至・大賀史都 神奈川県社会福祉協議会 

マネジャー研修 阿部礼子 神奈川県社会福祉協議会 

全国身体障害者施設協議会研究大会 山岸直広・竹内徹 全国身体障害者施設協議会 

サービス管理責任者研修 大澤直樹【就労・身体】/小林靖明【地域生活】 神奈川県 

喀痰吸引指導者育成伝達講習 向井祐美 フュージョンコムかながわ 

痰の吸引等医療的ケア研修（特定者） 宮﨑健・吉田奈々・宮内純矢・迫田建一 フュージョンコムかながわ 

人財化セミナー2015 羽村蛍夏・菅沼碧・臼井彩 ＳＹワークス 

※その他､身療協研修､足柄上病院研修等へ参加 

テーマ 対象者 日程 時間 講師 

介護サービスプロフェッショナル研修 
7名 5日間 28時間 

コンサルタント 

 ディズニー研修 11/5～6 糠谷氏 

感染症対策スペシャリスト養成研修 10名 5日間 20時間 感染症.com 

感染症マニュアル作成〔ふくらん〕 4名 4日間 20時間 向田氏 

④人財育成塾実施状況 参加者は指名  



 (4) 委員会活動報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

(5) 労働衛生 

委員会名 委員長 年度実施報告 

わくわく 

(日中活動) 

委員会 

 

佐 藤 

暦を意識したイベントやバーベキューなど7回実施し大変好評を得た。 
日中活動担当と協力し､新たなイベントなどを計画・実施することができた。 
個別支援計画と連動し､目的を持った活動参加を目指して取り組んだ｡ 
各活動に目標をもって参加していただくため大会を開催し賞品を用意した。 
節分では職員による歌と演奏を実施した。 

いきいき 

(生活向上) 

委員会 

 

持 丸 

「ぶらりランチ」の利用は結果､8回延べ21名（前年22名）の利用となった。 
「ぶらり外出」は再開できなかった｡ 
「ぶらりランチ」については委託先の事業所の都合で年度末に休止となった。  
利用者の作品披露の場として､ガラスケースを利用した展示コーナーを作成
し､試行的に作品展示を行った。 

さくさく 

(業務改善) 

委員会 

 

竹 内 

アセスメントプランシートの簡素化を目標に検討を重ね､様式の変更をおこな
うことができた。平成27年度より変更する。 

夜間緊急時対応にかかわる勤務体制の見直しに向け､職員聞き取り実施。 

買物代行の対応方法について､マニュアル変更を検討した。 
 

リスク 

マネジメント 
委員会 

 

良 知 

事故報告書の件数が前年度と比較し減少した。利用者の安全確保の意識
が支援員へ浸透し､事故減少の結果として表れた形となった。 
成年後見制度の利用促進に向け取り組み､制度利用者が19名となった。 
身体拘束･行動制限の解除に向け取り組んだが､17名22項目の実施である｡ 
人権チェック調査を実施し､結果を職員会議で周知し意識向上につとめた｡ 

ボランティア 
委員会 

 

露 木 

ボランティア活動数､延べ1400名を目指し､1435名の実績を得た。 
学生向けにボランティア募集案内作成し､学校と連絡を密に取り周知活動を
行った結果､学生が172名と前年の94名を大幅に上回った｡ 
プレアデスでは社協と連携し､目標100に対し161名を実現した。 
数回に分けて親睦を兼ねた食事会を開催した。 

研修委員会 

 

鈴 木 

年間スケジュールに基づく開催と､より現場で実践的に活かすことのできる研
修の組み合わせで､年間24回の研修を実施することができた。 
12月に地域の方々にも声掛けを行い「ふれあいセミナー」を開催した。 
参加率の向上を目指して､開催時刻の変更により県西福祉センターやプレ
アデス職員の参加が増えた。 

衛生委員会 

 

大 澤 

年間を通じ感染症対策マニュアルの整備を中心に進めた｡ 
専門講師の指導のもと､現状の把握から課題の整理､業務の見直しも含め検
討を進め､足柄療護園､県西福祉センタープレアデスの事業ごと､施設ごとの
感染症対策マニュアルが完成できた｡ 
研修委員会と連携し､交通安全研修を実施した｡ 

広報委員会 

 

下 山 

『やまぶき』を季節ごと年４回発行した。 
利用者･ご家族､関係機関等へ約600部を印刷し配布した。 
施設内写真販売を実施した。大量の写真の中から販売用の掲示を作成する
のは苦労したが､利用者さんが嬉しそうに写真を選んでいる姿を見ることがで
き､購入者も多かった。 

委員会活動報告 
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 職員健康診断を5月29日に実施し､診断の結果所見のある職員（43名）に対して､嘱託医
師による個別指導を行った。夜勤従事者は2月に嘱託医師による健康診断を実施した。 

 松田警察に依頼し12月に交通安全講習会を実施した。 

 施設内の巡回チェックシートを作成し､職員労働環境の定期確認を実施した。 
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5. 足柄療護園の状況 

 (1) 施設入所支援 

 

 
 

  ① 利用者の状況 (2015.3.31現在；入所者数60名) 

A.地域別入所者数：県西地区が39名(65％)を占める。 

男性39名 
65％ 

女性21名 
35％ 

B.在所期間：10年を超えた方は前年同様33名で55％。 

C.疾患別原因：脳性マヒ･脳血管障害の方 

                 で45%を占める。 

D.障害程度区分：区分6 が68.3% 

               （前年60.3%）。 
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 施設入所案内を分かり易く更新するなど､入所待機者に理解しやすいようにした。また､アセ
スメントサポートプランの変更を行い､職員の業務の負担軽減をはかった。新規入所者で21歳
の方が入所されるも､平均年齢は57歳という状況である。 

男性が2名増え39名となり､
65％を占める｡ 

エリア 男 女 

県 西 26 13 

湘南西部 5 3 

湘南東部 2 1 

県 央 2 2 

相模原 1 1 

横浜市 1 0 

横須賀三浦 2 0 

川崎市 0 1 

  39 21 

  男 女 計 

１年未満 3 0 3 

３年未満 6 5 11 

５年未満 1 4 5 

10年未満 5 3 8 

10年以上 24 9 33 

  男 女 計 

区分6 26 15 41 

区分5 11 3 14 

区分4 2 3 5 

区分3 0 0 0 

疾患名 男 女 計 

脳性小児麻痺 11 4 15 

脳血管障害 9 3 12 

脳挫傷 8 1 9 

脊髄損傷 3 1 4 

脳神経疾患 1 1 2 

その他 7 11 18 

合 計 39 21 60 
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 ②個別支援 

  

 

 

 ③利用状況  
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入
院
外
泊
日
数(

日) 

延
べ
利
用
者
数(

人) 

区分６ 

区分５ 

区分４ 

入院外泊 

 個別支援計画において各フロアを4グループに分け､2グループごとにサブリーダーが統括
し個別支援に対応できるように変更した。また､グループ長を中堅職員が担うことで､サブリー
ダー以外の中堅職員にも自分自身の個別支援計画のみではなく､グループ全体の把握を行
い､支援に対するアプローチやフォローを行えるようにした。個別支援計画に関するモニタリン
グ会議等を通常のケース会議に連動させるようにし､多くの意見を集めることができた。 

 年度当初入所者58名であったが､6月と8月に新規入居し満床となった。12月に1名の方が急
変しお亡くなりになり退所されるも､翌1月には満床とすることができ､年度末で60名である。しか
し､毎月入院者がいるなど入退院が多い（595日）状態であり､医務課との連携がはかることで､
重症化する前に対応できたこともあり､退所された方は年間1名と少ない年であった。 

E.年齢別：昨年に続き平均年齢が前年を下回った｡70歳以上は8名。 

利
用
者
数(

人) 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 前年 

区分6 1066 1104 1093 1144 1220 1186 1223 1195 1193 1204 1087 1191 13,906 13,583 

区分5 450 465 461 486 459 450 449 447 423 423 381 428 5,340 5,188 

区分4 180 186 150 155 155 143 122 150 154 155 136 124 1,810 1,915 

区分3                   0 91 

合 計 1696 1755 1704 1785 1834 1779 1794 1792 1788 1782 1604 1743 21,056 20,777 

入院外泊 44 43 47 44 23 21 66 8 49 57 76 117 595 614 

0

5

10

15

平均 

年齢 

男 57歳11ヶ月 

女 54歳3ヶ月 

男女 57歳0ヶ月 

最少年齢 21歳5ヶ月 

最高年齢 75歳8ヶ月 

  30未満 30歳～ 40歳～ 50歳～ 60歳～ 65歳～ 70歳～ 

男 1 1 5 12 7 8 5 

女 1 2 4 6 3 2 3 



 (2) 短期入所の状況 定員6名 

 

 

 
 

  ①利用者の状況(3.31現在)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②地域拠点事業所配置事業の状況 
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 短期利用の希望が高く､入所者の空床を利用することにより､契約者51名（前年66名）に対
し､46名の方が年間延べ2210日（前年2098日）のサービス提供を行った。3ヵ月間のミドルステ
イを利用する方が2名いるなど､平均ベッド稼働率は100.9%（前年95.8%）であった。 

 予約希望が多いため､6月より2ヵ月前の1日～10日に仮予約を受付け､事情を考慮し11日～
15日の間に予約確定の連絡をする方法に変更した。申し込み順でなくしたことで､電話が集
中することがなくなり､予約しやすいと好評をいただいている。 

A.利用実績：ベッド稼働率は100.9%（前年95.8％）で､延べ利用日数は2210日であった。 

B．域別利用状況：小田原市が約半数を占める｡ C. 障害程度区分別 

   区分5と6で約7割を占める 

   平均障害程度区分は4.82 

             （前年4.68） 
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地域別利用実績(利用日数) 障害程度区分(利用日数) 

 地域拠点事業所配置事業「あんしんネット」の県から
の受託も5年目となり､22名の登録､実利用10名の方に
対し延べ150名584日（前年117名367日）のサービス提
供を行った。 

 支援が困難なケースや緊急時の受入れ対応ができ
るように体制を整備するとともに､各機関と連携をはか
るとともに､医務課・非常勤夜間看護師・夜間派遣看護
師との連携もスムーズに行った。 

 

障害程度区分(利用日数) 
※上記内数 

82% 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

H25 158 173 168 198 212 159 168 151 179 215 150 167 2,098 

H26 198 250 227 194 195 174 183 175 161 164 146 162 2,210 

実利用 26 27 24 21 27 22 25 25 24 23 21 22 287 

稼働率 100.0 133.8 126.1 104.3 104.8 96.6 98.3 97.2 86.5 88.1 86.9 87.0 100.9 

  利用日数 ミドル 

小田原市 1,103 (89)  

開成町 263 

箱根町 222   

南足柄市 203   

中井町 139   

真鶴町 101   

大井町 81   

その他 98   

合 計 2,210 （89） 

  日数 

区分6 671 

区分5 875 

区分4 336 

区分3 256 

区分2 72 0 500 1000

  日数 

区分6 477 

区分5 93 

区分4 14 

区分3 0 

区分2 0 

30% 

40% 

15% 

16% 



 (3) 活動支援の状況 

  ①クラブ活動  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  ②イベント･余暇活動（アクティビティ） 

 

クラブ名 回数 参加 平均   クラブ名 回数 参加 平均 

音楽クラブ 5 147 29.4   ローリングﾊﾞﾚｰ 11 249 22.6 

スポーツクラブ 22 626 28.5   手話サークル 46 403 8.8 

創作クラブ 12 304 25.3   パソコン 49 460 9.4 

卓上クラブ 20 475 23.8   ネイルアート 5 86 17.2 

華道クラブ 6 141 23.5   スプレーアート 4 22 5.5 

カラオケクラブ 52 907 17.4           

陶芸クラブ 6 36 6.0   

園芸クラブ 13 47 3.6   

レクダンス 10 230 23.0   

カーレット 9 193 21.4   
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 アスレチック体操が指導者の都合により休止となったが､新たにレクダンスやカーレットが
定期開催となり15のクラブ活動等で､延べ4,326名（前年4,439名）の参加数となった。地元
の“いずみ地域福祉会”に支えられており､年間延べ423名のボランティア数となっている。 

 県西福祉センターでは､上記のほか「歌のサークル」
（162名）や「卓球とカラオケ」（124名）の活動を実施してい
る。プレアデス生活介護では､ほぼ毎週テーマを決め､ボ
ランティアの協力のもと作品作り等に取り組んだ。 

カラオケ大会 

6月26日 参加11名/観客29名 

9月18日 参加13名/観客27名 

11月27日 参加12名/観客27名 

4月2日 参加15名/観客19名 

卓上ゲーム大会 

7月24日 参加21名 

12月25日 参加25名 

スポーツ大会 

5月1日 ボーリング 参加39名 

7月10日 カーレット 参加44名 

10月30日  運動会  参加44名 

2月19日 カーレット 参加34名 

作品コンテスト 

10月15日 68名168作品 

～19日 244名の投票により選考 

 カラオケ大会や卓上大会､スポーツ大会､作品コンテスト
の開催を通じ､通所利用者と入所者との交流を深める機
会を作るとともに､日常の活動への意欲的な参加につな
げた。 

各大会実績 

クラブ活動実績 

 法人全体で取り組む「秋まつり」は､10月第3日曜日に開催し､600名を超える人々で賑わった。
また､6月第1土曜日に開催する「プレアデス祭」は､天候不順で福泉事業所の中での開催と
なったが､300名を超える方々で賑わい､ともに地域との交流を深める機会となった。 

 県西福祉センターでは､スポーツゲーム大
会､クリスマス会､節分やひなまつりの行事を
行った。プレアデスでは､8月に家族交流の
バーベキュー大会､クリスマス会､節分やひな
まつり行事を行った他､成人式を迎えた利用
者のお祝い企画も行った。 

 足柄療護園では､七夕会､流しそうめんや屋
上でのバーベキュー､焼いも会､クリスマス会､
節分会と季節を味わえるイベントを開催した。
また､日中活動担当により､パウダーアート､
ビーズ､手芸などのアクティビティを年間で8
企画､49回116名に対して行った。 

秋まつり 

流しそうめん プレアデス祭 

バーベキュー 



 ③ 買物外出･施設外活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ④ 施設外大会･発表会への参加 

 

 
 

 

 

 

 

 ⑤ “ぶらり外出”“ぶらりランチ” 

 

 

 

 ⑥ 飲酒・喫煙 

 

 

ランチバイキング 
（えれんなごっそ・ビックボーイ 

ホテルおかだ） 

  新江ノ島水族館   

4回/18名   1回/7名   

カラオケBOX   電車で買物   

2回/8名   2回/7名   

紅葉見学 
（わんぱくランド）  

  足柄サービスエリア   

1回/6名   1回/3名   

梅鑑賞 
（小田原フラワーガーデン）  

鎌倉散策 

2回/7名 1回/6名 
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 毎週､金曜日の夕食後に飲酒希望者を対象に喫茶コーナーにて飲酒サービスを実施して
いる。現在､8名（前年8名）が飲酒希望しており､定期的に飲酒されている方は6名である。 

 利用者の喫煙は喫煙所にて可能で､受動喫煙防止条例に準拠した対応となっている。 

 長時間の買物外出の実施や施設外活動を実施した。基本的に1対1の支援が必要であるが､
南足柄市社協に依頼してボランティアの協力も得ながら実施した。小グループに分かれての
外出で年間29ルートで115名の方が出かけた。12名のボランティアにご協力いただいた。  

  “ぶらり外出”は､介助支援を依頼している事業者から継続が難しいとの申し出があり､新たな
事業者への依頼を行ったが､再開することはできなかった。しかしながら､今までの経験を活か
してタクシーを依頼して出かける方も増えた。 

 「ぶらりランチ」は年間8回､延べ21人（前年22名）の利用があった人気企画にもかかわらず､
依頼している事業者の事情で継続が難しくなり､休止状態となった。 

9月20日 第25回 神奈川県ローリングバレーボール大会 
入所 6名 
通所 4名 

 Aブロック 1回戦敗退 

11月30日 第20回 身障施設 文化ステージ発表会 
入所 6名 
通所 1名 

 楽器演奏他 デイ1名 

1月17日 第20回 身障施設 利用者作品展示会 ----  40作品 

2月21日 第47回 身障施設対抗卓上競技大会 6名  オセロの部 石原さん優勝 

3月14日 第16回 ローリングバレーボール大会[ぱっする杯] 
入所 6名 
通所 3名 

 3位入賞  

買物外出 

シティーモール 4回/19名 

ｼﾃｨｰﾓｰﾙ（長時間） 3回/9名 

イトーヨーカ堂 1回/3名 

ヨーカ堂（長時間） 1回/3名 

ダイナシティ西武 1回/3名 

ピアゴ 1回/3名 

 県西福祉センターのローリングバレーチーム（KENSEI BOMBERS）はメンバーが揃わず
参加辞退となった｡ 

その他､ 
地球博物館 1回/3名 
テラスモール 2回/8名 
映画鑑賞 1回/2名 



7. 県西福祉センター(生活介護･自立訓練･就労継続･相談)の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (1) 利用者の状況(3.31現在） 定員(生活介護30名/自立訓練12名/就労継続15名) 

 

 

 

 

 就労利用者の増加に伴い､7月より定員を15名とした｡車両7台で送迎を実施し､年間利用人
数10100名の目標をかかげ運営した。結果前年0.6％増の8839名（前年度8784名）､1日平均約
28.7名（前年度28.9名）の実績であった。 

①地域別利用者延べ数 (小田原市37%､南足柄市28%) ②生活介護利用者障害程度区分 

13 

平均障害程度区分 4.5(前年4.7)         
  生活 自立 就労 

  介護 訓練 継続 

小田原市 1,492 566 1,237 

南足柄市 911 337 1,254 

山北町 535     

開成町 487 179 151 

松田町 180   148 

大井町 350 263   

真鶴町 62     

湯河原町 0 198 163 

中井町 169 35   

箱根町 98     

秦野市 24 

合計 4,284 1,602 2,953 
0 1000 2000

  
登録
人数 

区分6 1,286 

区分5 760 

区分4 1,104 

区分3 892 

区分2 242 

18% 

21% 30% 

26% 

【生活介護事業】 

 

 

 

 

 

【機能訓練事業】 

【就労継続支援Ｂ型事業】 

 計画的に日中活動を取り入れ活動の充実に努め定着した。また､入浴業務や食事提供に
ついてその都度打合せを実施し支援方法の見直しをはかり､改善や､効率化に努めた。年度
後半より長期入院や退所者が重なり､次の利用者うまく繋がらなかった。延べ利用人数は
4284名（前年4358）で74名減となった。 

 病院や相談支援事業と連携をとり､機能訓練が必要な障害者に対し利用できるよう利用促
進や体制を整えた。述べ利用人数は7％増の1602名（前年1501名）､1日平均5.2名（前年4.9

名）であった。 

 利用者増にともない､作業の調整や新規作業を取り入れた。作業工賃月平均17,000円程度
の利用者もいるが､重度の障害者の受け入れが多く､それに伴い､平均工賃が950円減の
3443円（前年4393）となった。延べ利用人数は28名増の2953名（前年2925名）であった。 



 (2) 利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3) 利用者工賃の支給状況 

 

 (4) 相談支援事業 
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 登録者は23名（前年末25名）となった。 

 作業工賃の月平均で17,000円程度の利用者もいるが､重度の障害者の受け入れが多く､そ
れに伴い平均工賃は950円減の3.443円（前年4393円）となった。 

 新規利用希望は訓練相談がもっとも多く。訓練において
は病院や相談支援事業所からの相談が多い。他のサー
ビスの相談も含めると相談支援事業所からの問い合わせ
がほとんどである。 

 計画相談では､全体で48名の計画相談を行い､足柄療
護園入所者33名､在宅サービス利用者15名であった。 

H26 H25 

生活介護相談 8件 7件 

訓練相談 48件 11件 

就労継続相談 4件 6件 

入所相談 16件 

短期入所相談 11件 

24

26

28

30

32

0

100

200

300

400

利
用
日
数
（日
） 

平
均
利
用
人
数(

人) 

平均人数 

利用日数 

 生活介護の利用者は延べ4284名（前年4358）で74名減となった。自立訓練は7％増の1602

名（前年1501名）で就労Ｂは28名増の2953名（前年2925名）であった。3事業合わせて､8839

名で前年を上回ったが､1日の平均利用人数は28.7名と前年（28.9名）を下回った。 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 前年 

生活介護 374 369 354 391 383 372 364 341 324 323 325 364 4284 4358 

自立訓練 114 114 117 159 146 153 162 117 130 125 139 126 1602 1501 

就労継続 277 282 262 283 249 233 249 218 219 218 219 244 2953 2925 

合 計 765 765 733 833 778 758 775 676 673 666 683 734 8839 8784 

平 均 29.4 28.3 29.3 30.9 29.9 29.2 28.7 27.0 26.9 27.8 28.5 28.2 28.7 28.9 

営業日 26 27 25 27 26 26 27 25 25 24 24 26 308 304 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

③疾患別原因：就労Ｂ､機能訓練は脳血管障害が多い 

脳血管障害 

脳性麻痺 

脊損 

外傷 

その他 
  

生活 自立 就労 

介護 訓練 継続 

脳血管障害 11 9 11 

脳性麻痺 21     

脊髄損傷 4 2 1 

頭部外傷 3 1   

その他 11 4 12 

合 計 50 16 24 

就労継続    

自立訓練    

生活介護    



8. プレアデス(生活介護･就労継続･日中一時･相談)の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 (1) 利用者の状況 
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 生活介護､就労支援Ｂ型事業合わせて62名（前年55名）の登録となった。多くが入所施設か
らの地域移行の方である。利用終了者は､長期入院や入所施設への移行が主な理由であ
る。 

 利用者増に伴い､送迎ルートの見直しを行い､小田原方面の利用者に対応するため､小田
原アリーナへの送迎を開始した。生活介護と就労B型の事業所が離れており､朝の送迎など
の連絡ミスが続いたため､生活介護事業所で合同朝礼を行い､各事業所の一日の確認を行う
ことにより関本事業所と福泉事業所の連携改善をはかった。   

①地域別延べ利用者数 ②生活介護利用者障害程度区分 

平均障害程度区分4.87 

       （前年4.84）         

  
利用
人数 

区分6 1415 

区分5 1453 

区分4 1844 

区分3 98 

区分2 0 

30% 

38% 

29% 

0 1000 2000 3000

【生活介護事業】 

 

 

 

 

 

【就労継続支援Ｂ型事業】 

【日中一時事業】 

 利用者の重度化や個々の障害内容に対応する為に､フロア内の職員配置場所の検討検証
を行い､一日の中で必要に応じて職員の配置場所を変更した事により､今まで以上に日中の
利用者把握がスムーズになった。また､アルミ缶作業についても､個別支援に基づきアルミ缶
の個々への提供量､作業時間､作業場所の見直しを行った。 

 就職を目指す方に対し4月から計画的に履歴書の書き方などの勉強会を実施し､1名がハ
ローワークを通して就職､3名の方が合同説明会を経て企業トライアルを実施し､そのうち2名
が就労に結びついた。また､2名の利用者が特定子会社で1ヶ月実習を行った。 

 日中座り作業が多い事から運動不足になりがちなため､ 
利用者からももっと運動がしたいとの訴えもあり､初めての試 

みとして道了尊へのチャレンジ遠足（写真）を実施し参加者 

全員無事完走する事ができた。 

 今年度も家族の夕方のレスパイトとして利用希望があった。利用時間は1時間から3時間と
希望により対応している。利用中は個々の活動に合わせて､個別ワークや少人数でできる
ゲーム等の余暇活動をおこなった。また､施設行事の練習や準備などして過ごすこともあっ
た。 

  生活 就労 

  介護 Ｂ 

南足柄市 3,277 2,326 

小田原市 652 1,126 

開成町   1098 

秦野市 530   

山北町 238 224 

大井町   451 

二宮町   304 

松田町 113 179 

大和市   24 

箱根町   9 

厚木市   1 

合計 4,810 5,742 



 (2) 利用状況 

 

 

 

 

 

 

 
 

 (3)利用者工賃の支給状況 

 

 

 

 (4)相談支援事業 

 
 (5)日中活動 

 

 

 

 (6)施設外活動 
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 一般就労に向けての支援と､工賃額アップを目標に支援
を行い､4月に29名の登録者で開始し､3月末現在登録者は
8名増の37名となった。就労継続支援B型の平均工賃は全
体で月平均9,660円となり､前年より約3000円増額できた。
ふくらんの平均工賃は時給単価は改善したものの就労時
間数が短く16,182円と若干の減額となった。 

 施設利用の相談は3月末までに延べ65件の電話相談があり､ 
その内施設見学面談まで結びついた方が52件､7名の方が契約 

に結びつき利用を開始している。施設入所中や精神病院に入院中の方で退所・退院後の
生活の基盤としてのグループホームの問い合わせが多かあった。  

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

0

100

200

300

400

500

利
用
日
数
（日
） 

平
均
利
用
人
数(

人) 

平均 
利用人数 

利用日数 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 前年 

生活介護 399 414 419 431 407 429 432 396 369 358 350 406 4,810 4,457 

就労継続 465 463 492 482 465 521 524 463 440 441 436 539 5,731 5,178 

営業日 30 31 30 31 31 30 31 30 29 31 28 31 363 356 

平 均 28.8 28.3 30.4 29.5 28.1 31.7 30.8 28.6 27.9 25.8 28.1 30.5 29.0 27.1 

日中一時 222 212 200 231 196 220 203 171 182 168 180 213 2,398 2,503 

合 計 1,086 1,089 1,111 1,144 1,068 1,170 1,159 1,030 991 967 966 1,158 12,939 12,138 

  H25 H26 

プレアデス 
全体 

6,683 9,660 

ふくらん以外 5,819 7,350 

ふくらん 17,139 16,182 

生活介護相談 9件 

就労継続相談 25件 

入所･GH相談 31件 

 毎年恒例の富士霊園へのお花見や､ボーリング､カラオケ等の
施設外活動のほか､今年の障害者スポーツ大会はボーリング・
フライングディスク他６競技に多数の利用者が参加し､上位入賞
を果たした。9月には大型バス一台をチャーターし38名（前年29

名）が一泊でディズニーランド､横浜ズーラシアへ出かけた。  
プレアデス一泊旅行（ズーラシア） 

平均工賃実績 

 生活介護では､今年度も年度初めに100種類の創作活動を立案し､毎月4～5種ずつ実施

した。でき上がった作品を障害者文化事業等に出品し多くの方に見ていただく事で制作活
動へのモチベーションアップにつながった。就労支援B型では､就職に向けての定期的な勉
強会や､自己表出の訓練の一環として自分発表会を実施した。両事業共に､季節感を体感
する目的で端午の節句や七夕等の季節行事も､準備の段階から利用者さんと一緒に進め楽
しむことができた。 ケアホームでは､季節の

祭イベントやスポーツ応
援に出かけ､2月には地
域のホーム利用者交流
会で熱海へ一泊旅行に
出かけた。  



(7) 地域交流  

 

 

 

 

 8. プレアデスホーム  (2015.3.31 共同生活介護定員36名) 
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B.障害程度区分 

 グループホーム担当職員を中心として一般就労や他福祉事業所を利用されている方の
フォローアップや通院・行政手続きの支援を行った。また､休日の過ごし方についても個別支
援計画にそって個々のニーズに合った支援を行った。利用者が増えた事で無断外泊や利
用者同士の喧嘩や口論､苦情も増加し対応に追われることもあった。 

男性16名 

女性7名 

C.月別利用人数実績 

A.入所者の性別及び人数 

 余暇活動としては､ホーム毎に定期的に外食へ行き利用者同士の交流を深めている。また､
毎年恒例の熱海一拍旅行にも参加し､地域で生活している他法人のホーム利用者との交流
を図った。 

 やまさきホームでは､開所直後から地元自治会のやまさき地域福祉会の方との交流が始ま
り､10月25日には14名の方がやまさきホームを見学された。 

 毎年､福泉児童館の広場を借りて開催しているプレアデス祭は､ 
天候不順で福泉事業所の中での開催となったが､300名を超え 

る方々で賑わい､地域との交流を深めることができた。 

  「ふくらん」の販売を機会に､南足柄市内の12の自治会の夏祭 

りや文化祭等に出張販売に出かけるなど､地域交流がいっそう 

深まった。また､グループホームでは､関本､福泉､いずみ､塚原 

の地域自治会へ加入し､それぞれの自治会の行事に参加した。 プレアデス祭 

南足柄小学校の1年生30名(先生2名)が福祉学習の一環としてふくらんを見学した。 

あまつぼ いずみ やまさき 

区分 男 女 計 男 女 計 男 女 計 計 1 2 3 4 5 6 

6   1 1             1       
5 1 1 2 2   2 1   1 5             
4 1 1 2 1   1 2 1 3 6             
3       1   1 3 1 4 5             
2 1 1 2       1 1 2 4             
1             2   2 2             

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

H26 340 405 427 495 458 474 495 504 531 502 454 833 5,918 

入院日数 30 31 48 41 48 28 25 2 0 10 18 18 299 

外泊日数 2 8 5 20 20 8 7 7 27 46 32 40 222 

H25 296 333 327 335 307 298 312 323 313 296 252 284 284 

200

400

600

800

H26 

H25 



 9.ふくらん販売状況 

 (1) 販売状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 (2) 取り組み 

 

0 500 1,000 1,500 2,000

 1周年セールの実施やシュークリームの新発売や複数の取扱いで売上を確保した。また､外
販は毎週のようにイベント等に参加した。さらに､鈴廣かまぼこ本店､イトーヨーカ堂小田原店､
ダイナシティ西武､HaRuNe小田原などの大型店舗での販売を実現した。 

 今年度は前年度8カ所であった地域自治会でのお声掛けが､和田河原､日向､狩野､大雄町
と増え､12自治会でお祭りや文化祭等で販売を実現でき､地域との連携強化に貢献できた。ま
た､定期的な外販場所は南足柄小学校､大口パークゴルフ場､南足柄郵便局と増え､7カ所と

なった。納品先として､南足柄保育園､日清医療食品と増えている一方､委託販売は取引先業
者の廃業等も関わって､現状としては3カ所に留まっている。 

 小田原短期大学食物栄養学科とふくらん共催で､8
月5日に､たまごスイーツコンテストを開催した。食物栄
養学科の2年生を対象に､18チーム19企画の提案が
あった。 

 調理師を目指す学生に､実際に販売する商品の開
発体験を得ることや､障害者福祉事業への関心を高め､
障害者の働く場の開拓につなげること､また地域活性
化の一環として､学校と福祉の連携という新たなモデ
ルを確立することを目的に開催した。 

最優秀賞 

 梅とレモンの 
    メレンゲゼリー 
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店舗販売 

店舗外販売 

◆月別販売実績（単位：千円） 

  店舗 
店舗外 

合計 外販 納品 委託 

4月 927 985 823 72 90 

5月 905 913 767 61 85 

6月 854 1214 1079 77 58 

7月 1164 408 284 61 63 

8月 736 654 470 86 98 

9月 795 1279 994 55 230 

10月 767 789 422 322 46 

11月 700 545 485 29 31 

12月 905 471 402 36 33 

1月 582 520 439 42 39 

2月 709 948 864 31 54 

3月 901 737 438 99 200 

合計 9,945 9,463 7,467 970 1,026 

 工賃については（時給
200円から300円へ）､季

節毎に利用者による作
品づくり等､働く意欲が
高まる支援を展開し､利
用者は登録者数を5名
から1０名へ､1日平均を
2.6から4.7まで伸ばすこ
とができた。 

部門 売上 構成比 販売数 

シュー 3,767 37.2% 23,359 

プリン 2,921 28.8% 16,655 

焼菓子 1,518 15.0% 7,325 

たまご 753 7.4% 3,396 

その他 1,169 11.5%   

◆店舗部門別販売実績(レジ集計値）（単位：千円） 

シュークリーム 

37.2％ 

プリン 

28.8％ 

焼菓子 

15.0％ 



 10. ボランティア活動の状況 

 (1) ボランティア実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) ボランティアイベント開催状況 

 

 

 

 

 (3) ボランティア食事会 

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

催事 参加 様子 催事 参加 様子 催事 参加 様子 

車いすダンス 

矢車草の会 

197名
/5回 

  
手話ダンス 

（大井高校） 

72名 

/2回 

  
ﾏｰﾁﾝｸﾞﾊﾞﾝﾄﾞ 
（ﾋﾞｼﾞﾈｽ高校） 

46名 

  

      

      

ぽのぽの体操 
88名 

/3回 
  

アニマル 

セラピー 

65名 

/3回 
  

おはなし 

青い鳥 

99名 

/4回 
  

ハンドベル 
86名 

/2回 
  

小田原 

奇術クラブ 

77名 

/2回 
  大正琴（華音） 

61名 

/2回 
  

 今年度は平成26年4月（車いすダンス9名）､5月（音楽クラブボランティア他登録ボラ21名）
の方々をお招きし､日ごろのボランティア活動に感謝し職員との懇親を兼ね食事会を開催し
た。  
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 年間ボランティア数の目標を1,400名とし活動誘致に取り組み､目標には満たなかったが
1,435名（前年1,296名）の活動を誘致した。募集チラシを一般と学生に分けて配布し､特に学
校へは電話での依頼をするなど積極的に誘致活動を行い､学生の活動が172名（前年94名）
に達した。クラブ活動については､地元地域のいずみ地域福祉会の献身的な取り組みで444

名のボランティア活動参加を得て､日中活動の充実がはかられた。 

 プレアデスにおいては100名の目標に対し､南足柄市社協と連携し生活介護の創作活動等
に定期的に参加いただき160名（前年185名）を受入れた。また､ふくらんの外部販売にかか
わっても延べ54名の協力をいただいた。 

エンジョイ 
サポート 

身体介助にかかわる支援 

利用者参加型の 

イベントや公演 

アクティブ 
サポート 

リビング 
サポート 

ライフ 
サポート 

利用者活動の支援 

生活にかかわる支援 

利
用
者
の
生
活 

457人 

596人 

382人 

0人 

ボランティア活動述べ数 

利用者の生活面から､ボランティアの活動
を四つの階層に区分し､それぞれの階層
ごとにボランティアの活動を誘致している。 

リビングサポート 

235 

アクティブサポート 

エンジョイサポート 

529 

705 

870 

997 

1150 

43回1449名（前年28回864名）が参加･鑑賞した。 

1155 

ライフサポート 

1203 

1440 1435 

1296 



11. 健康管理の状況 

 (1) メディカル 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 (2) リハビリ（訓練等サービス） 

0 20 40 60 80 100

 歯科の往診を受けることで通院が減り年間396件（前年538

件）であった｡入院日数は実19名延べ31名531日で前年並
みであった。 

 主体的な生活が送れるよう個別リハビリテーションを行い､機能の維持・向上をはかった。
また､少人数のグループ訓練を併用し､応用的な能力の獲得を援助した。リハビリテーション
の実施は､実施計画書に基づき､アセスメントシートとの連動を徹底させた。 
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入所者の日常的処置実績 

 通院/入院実績 

診療科別通院数 

  

通院 入院 

人数 延人数 H25 延人数 日数 H25 

歯科 24 99 190       

内科 16 74 77 12 150 229 

神経内科 10 46 44 7 132 110 

泌尿器科 7 45 44 2 12   

精神科 4 29 33 3 54 60 

皮膚科 6 23 52       

外科 8 18 13       

眼科 3 13 7       

脳神経外科 6 12 21     38 

整形・形成 5 8 23     39 

耳鼻咽喉科 3 6 8 1 119   

その他 9 23 26 4 64 116 

合計   396 538   531 592 

※訪問マッサージは､マッサージ業者と利用者個人の契約によるもの。     

  
利用 延べ数   事業別 

人数   H25 入所 県西 プレ 

言語訓練 72 1,385 1,542 705 563 117 
機能訓練 84 1,961 1,781 1054 910   
作業訓練 27 52   40 11   
動作訓練 32 187 981 151 36   
音楽療法 70 582 372 407 174   
グループセラピー 11 218 174 218     
運動グループ 16 51 213 18 32   
アスレチック体操 0 0 684       
カウンセリング 28 48 58 44 4   
合計 340 4,484 5,774 2637 1730 117 
訪問マッサージ 18 1,641 1,675       

言語訓練 

 必要に応じ摂食嚥下機能の
評価を行い､VF検査立ち合い､
訓練､食形態の調整等を行った。 

 高次脳機能・コミュニケーショ
ン能力の向上など目的別小グ
ループ訓練を継続実施し効果
を得た。 

作業訓練 

 事前に利用者・職員からの要
望を聞き､実施目的を明確にし
優先度をつけ介入することで､
限られた時間の中で効率的に
実施することができた。 

※その他の入院は､救急外来64日/4名｡ 

    対象者 件数 

膀胱洗浄 6 468 

摘 便 11 239 

義眼洗浄 1 98 

血糖測定 2 102 

褥 瘡 3 592 

経管栄養 3 989 

ﾊﾞﾙｰﾝ交換等 4 52 

その他 

皮膚科処置 

眼科処置 

胃瘻・膀胱瘘処置 

導尿処置 採血 

機能訓練等 

 訓練が必要な利用者に対し､理学療法士を中心として機能維持訓練を実施した。個別訓
練施行者以外に対しても必要に応じ､身体機能に合わせた車いすなど補装具の調整提案
をした。 

 



12. 給食の状況 

 (1) 食事提供実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2)食のイベント  

 

 

 
 (3)給食検討会 

 

 

 

 利用者参加で開催している給食検討会を年4回実施し
た｡会議には､調理師や委託業者の担当者､さらにはK-フ

レンズメンバーも加わり､給食に対する要望の実現に向け
検討を適切に行った｡ 
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4月～3月 給食提供実績 
① 食事の提供形態；入所者の常食は40% ② 栄養量 

 保健所指導のもと1650ｋcalを基準としている。 

 居住者でカロリーの制限をしている方は14名。 

4月～3月実績 
（カロリー制限食も含む） 

③ 食事費用概算 

 給食費は､入所利用者より1日1578円をいただいて
いる。(朝400円･昼650円･夕食550円) 

 １年間の給食にかかわる経費は､新たに厨房を設置
したことにより上昇し1日1837円であった。 

3.31現在 

3.31現在 
（足柄療護園） 

 誕生日メニューやちょっと贅沢を味わう｢ハッピーメニュー｣やイベントによる食事提供を行った。 

開催日 参加者 

4月30日 利用者17名 

7月16日 利用者11名 

10月29日 利用者23名 

1月21日 利用者15名 

給食検討会開催状況 

 プレアデスホーム内にプレアデス専用の厨房設備を設置した
ことにより､利用者のニーズに合った食事提供が可能となった。 
  

入所者の食事形態 

9月22日 バーベキュー(1F) 

9月24日 バーベキュー(2F) 

10月16日 蕎麦打ち 

2月19日 にぎり寿司 

イベント 

4月15日 焼きたてパン 

5月27日 たけのこ弁当 

6月16日 紫陽花弁当 

7月29日 うな丼 

8月27日 ハンバーガー 

9月23日 三色おはぎ 

10月21日 カレーパン 

11月28日 鉄火丼 

12月25日 クリスマス 

1月29日 マグロ丼 

2月3日 恵方巻き 

3月28日 焼きたてパン 

ハッピーメニュー 

  入所 県西 

常 食 24 68 

一口大 13 8 

１ｃｍ大 7 5 

きざみ 7 9 

超きざみ 4 4 

ミキサー 2 6 

経管栄養 3 3 

合計 60 103 

40% 

22% 

12% 

  栄養量 

カロリー 1675 k㌍ 

たんぱく質 54.0 ㌘ 

脂質 40.0 ㌘ 

カルシウム 585m㌘ 

塩分 8.4 ㌘ 

カロリー制限 

  人数 

1400k㌍ 6 

1300k㌍ 2 

1200k㌍ 6 

  食数 

朝 食 27,712 

昼 食 42,587 

夕 食 27,873 

合 計 98,172 

施 設 59,130 

短期入所 4,373 

県西福祉Ｃ 8,455 

プレアデス 21,483 

職員他 4,731 

平成26年度 平成25年度 

業務委託費 29,488 千円 21,227 千円 

食 材 費 30,615 千円 27,671 千円 

  １食当 312 円 305 円 

  １日当 936 円 915 円 

給 食 費 60,103 千円 48,899 千円 

  １食当 612 円 540 円 

  １日当 1,837 円 1,620 円 

※給食にかかわる光熱費は含まず。 

11% 

7% 

 隔月で「食のあり方検討会」を開催しソフト食の推進や食箋及
び食札の整備､パン提供時にパン粥を提供するなどに取り組ん
だ。 
 わくわく委員会と連携し､はじめて昼食時にバーベキューを実
施するなど､食を通して楽しんでもらえるイベントを実施した。 



13. 権利擁護の状況 

 (1) 苦情の受付状況 

 

 
 

 (2) Ｋ-フレンズの活動 

 
 

 (3) KWネットの活動 

 

 (4) 身体拘束ゼロに向けた取り組み 

 

 

 (5) 成年後見制度利用の推進 

 

 

 

 (6) 人権チェック調査結果 

 足柄療護園では右記の1件の
苦情を受け付け対応するとともに､
第三者委員に報告をおこなった。 

 足柄療護園に毎月来園し12回の活動において､利用者相談10件があり､施設への報告
のもと適切に対処した。また､給食検討会への参加やボランティアの情報提供や利用者活
動にかかわる情報交換を行った。     

※K-フレンズ =かながわ身体障害福祉ネットワーク 
 （身体障害者自らが主となる権利擁護・苦情解決ネットワーク） 

苦情申出内容及び回答内容 

 身体拘束マニュアルに沿って､ご本人ご家族と
同意のうえ､実施している内容のうち､足柄療護園
入所者8名12項目（前年12名17項目）､短期入所
利用者9名10項目（前年7名9項目）の合計22項

目が身体拘束･行動制限に該当している｡解除し
た方は8名であった。 

 足柄療護園入所者60名のうち､現在
19名（昨年15名）が制度を利用し､2名
が申請中である。プレアデスホーム利
用者23名のうち制度利用は6名である。
今後も家族に制度利用の必要性を説
明していく。 

※KWネット =県西地区障害者施設権利擁護ネットワーク 
 （県西地区で活動するオンブズマン組織） 

 年4回の訪問を通じ､利用者の話を聞いていただいている。今年度の相談の傾向として
ホームでの生活の事や日中他施設事業所や一般就労先での相談事項が増加傾向にある。 

●入浴中､支援員がシャワーを取ろうとした時､シャワーチェアーに
引っかかり､シャワーチェアーひっくり返った際に右ひざに当り､赤く
なった。 

⇒ 

 粗雑な対応でご迷惑をおかけしました。今後このようなことのな
いように厳重に注意いたしました。本人も深く反省しておりますの
で､今後､様子を見ていただくとともに､気にかかる言動がありまし
たら申し出いただければ幸いです。 

 12月に法人職員87名に対して､利
用者支援にかかわり自らを省みる機
会として､また利用者の人権を尊重す
るうえで必要な心構えを共通の認識と
することを目的に『人権チェック』調査
を実施した｡ 
 平成26年の調査結果と6割の項目
で評価が上がったものの､ワース2は
改善はみられたが変わっていない｡ 
 

他の職員の利用者への対応について､問題があると
感じたことがある。 

飲み会など施設外の場所で､利用者にかかわる話題
を取り上げたことがある。 

職員側の価値観や都合で一方的･画一的な援助内
容とならないようにしている。 

 評価の低かった項目 

利用者のさん付けが徹底できている。 

同僚とは日々のサービス提供に関わる相談を含め､コ
ミュニケーションがとりやすい雰囲気である 

身体拘束を行なう場合は､本人及び家族等へ説明し
同意の上､必要な記録を残している。 

 昨年に比べて評価の下がった項目 

 昨年に比べて評価の上がった項目 

命令調になったり､大声で叱責したりしてしまうことが
ある。 

飲み会など施設外の場所で､利用者にかかわる話
題を取り上げたことがある。 
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拘束内容 目的 件数 

ベッド柵 転落防止 5 

センサー設置 外出防止 2 

ミトン手袋 抜去防止 1 

トイレテーブル 座位保持 3 

トイレベルト 座位保持 4 

胴体ベルト 転落防止 2 

車いすベルト 転落防止 2 

その他 3 

身体拘束状況 



14. 安全管理の状況 

 (1) 防 災 

 

 

 

 

 (2) リスクマネジメント（事故報告） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 (3) インシデント(ヒヤリハット) 

 防災計画に基づき､避難訓練
及び防火訓練を実施した 。 

 引き続き南足柄市と福祉避難
所としての協定のもと､非常用備
品の整備に対する助成をいただ
いた｡  

 リスクマネジメント報告書による事故件数は326件で前年の405件を下回った。事業所別で
は入所が158件で前年の259件を大きく下回ったものの､全体の48％を占める。内容別では､
転倒･転落で19%（前年24%）､続いて服薬関係が16%（前年16%）であった。転倒･転落では､
職員のかかわりがあるものが8件発生した。救急車による搬送を必要とした大きな事例（ライフ
ガード）が4件（急な体調変化4件）発生した。物品破損の件数は前年とさほど変わらない。 

 ヒヤッと共有書によるインシデントの件数は1年間で309件（前年310件）であった。 

 内訳では､自力による移乗などの利用者行為にかかわる内容が117件（前年135件）､薬の
飲み忘れなど服薬にかかわる内容は68件（前年66件）､車いすからずり落ちそうなっていたな
どの転倒/転落が50件（前年55件）であった。 

 防災関連実施実績 
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 リスクマネジメント報告書内容実績 

 事故種別状況 

   転倒･転落 

   誤薬･服薬 

   裂傷･打撲 

   利用者行為 

 物品破損 

   その他 

 ライフガード 

月日 内 容 

6月18日 
総合訓練 

防災教育 

 管理棟からの出火を想定した避難訓練 
 消防署への通報訓練（模擬） 
 防火管理者による防災教育（研修） 

9月24日 総合訓練 
 管理棟からの出火を想定した避難訓練 
 消防署への通報訓練 
 外部講師による消火訓練  

12月17日 部分訓練 
 居住棟からの出火を想定した避難訓練 
 消防署への通報訓練（模擬） 

3月25日 
総合訓練 

防災教育 

 管理棟から出火を想定した避難訓練 
 消防署への通報訓練 
 消火器による消火訓練 
 外部講師による防災研修 

4月～3月 
転倒/ 
転落 

誤薬/ 
服薬 

裂傷/ 
打撲 

利用者 
行為 

物品
破損 

その他  
ﾗｲﾌ
ｶﾞｰﾄﾞ 

合計 

  (%) 

服薬時 8 2 10 3% 

自由時間 13 1 7 26 13 2 62 19% 

排泄時 1 1 16 18 6% 

食事中 2 1 1 1 2 6 13 4% 

歩行･移動中 6 6 2% 

就寝時 12 8 1 1 22 7% 

車椅子乗車時 4 1 5 2% 

入浴時 3 3 6 12 4% 

移乗中 17 4 2 23 7% 

立位時 1 0 1 0% 

その他 7 45 20 12 43 27 4 11 0% 

合 計 63 51 44 41 61 62 4 326   

（前年） 97 65 48 66 59 63 7 405   

20% 

19% 

14% 

16% 

13% 

19% 

物品破損・・・車両事故26件 
その他  ・・・カテーテル類のつまり等 



15. コミュニティ(地域交流)の状況 

 (1) 地域との交流 

 

 
 

 (2) 利用者講演 

 

 

 

 

 (3) 地域自治会との連携 

 

 
16. 広報の状況 

 (1) 広報誌『やまぶき』の発行 

 

 

 

 (2) ホームページ 

 

  『ふくらん』の出張販売を機会として､自治会の夏祭りや文化祭
など12の自治会にお声掛けいただき､出店参加することができ､地
域との交流をはかることができた。 

 また､足柄療護園・県西福祉センターでは「三竹」「沼田」､プレア
デスでは「関本」の文化祭に利用者作品を出展させていただいた｡ 

 秋まつりでは､100名近いボランティアにご協力いただき､約550名
の方々で賑やかに開催することができた。12月に元リッツカールト
ンホテル日本支社長の髙野登さんをお招きし足柄ふれあいセミ
ナーを開催し､地域から39名の方に参加いただいた。プレアデスに
おいては､プレアデス祭を福泉公民館広場をお借りして開催した｡ 

 広報委員会において広報誌「やまぶき」の発
行を行った。利用者の活動や生活の様子を伝
えることを主に年4回発行し､利用者・ご家族､地
域自治会､関連業者､行政を含めた関連機関等
へ約600部印刷し､配布した。 

 足柄療護園のホームページは､定期的な活動を中心
に更新を行った｡ホームページへの掲載は利用者に説
明の上､快諾いただき､利用者の活動を中心に適宜更
新に心掛けた。 

 ふくらんについては専用のホームページの更新や
フェイスブック（フェイスブックの“いいね！”は780）で､認知
力向上につとめた。 

 やまぶき発行実績 

足柄ふれあいセミナー 12月7日 

http://fukuran.jimdo.com/ 
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 地域福祉への貢献活動
として実施している利用
者講演活動が6年目を迎

え､一般企業の職員研修
にお声掛けいただいた。
活動は徐々に広がり､累
計聴講者数は3200名を
超えた。 

 利用者講演実績 

利用者講演 於南足柄中学校 

通巻 発行日 主な内容 

49号 4月30日 
平成26年度事業計画 

やまさきホームの開所 他 

50号 7月31日 

平成25年度事業報告 

ふくらん一周年 

プレアデス祭報告 他 

51号 11月30日  秋まつり特集  他 

52号 1月30日 
 新年のあいさつ 

やまさきホーム紹介 他 

月 日 依頼元 対象者 参加者 利用者 

6月9日 あおば社労士事務所 職員研修 25 2 

6月27日 南足柄中学校 3年生 134 2 

7月15日 小田原短期大学 保育学科2年生 128 3 

9月11日 神奈川県立大井高校 社会福祉援助技術2年生 23 2 

11月26日 北里大学医療衛生学部 言語聴覚療法学専攻1年生 30 2 

12月4日 中央医療健康大学校 理学療法学科 3～4年生 45 2 

12月9日 日本女子大学 社会福祉学科1年生 120 3 

12月18日 日本社会事業大学 介護福祉学科3,4年生 35 2 



17.渉外関係(家族会・実習生/研修生等)他 

 (1) 実習生･研修生の受け入れ 

 

 

 
 

 

 

 (2)自治会(三竹会)活動 

 

 (3) ご家族との交流等 

 

 

 

 

 

 

 

 (4) 施設見学 

 足柄療護園全入所者のご家族を対象に足柄療護園家族会を組織している｡会費納入者
は40家族。5月と12月に家族会全体会を開催し､終了後､施設清掃にご協力いただいた。 

また､5月には親睦パーティーを開催し､職員・ご家族同士の親睦を深めた。秋まつりではバ
ザー品の販売を行い売り上げは83,370円であった。（平成26年度会長；勝俣正夫氏） 

 プレアデスでは､8月に家族もお招きし､ふれあいの森でバーベキューを行った。また､ケア
ホーム利用者のご家族には12月の大掃除を 

お手伝いいただいた後に､親睦を兼ねて食事 

会を開催した。 

 足柄療護園では､施設紹介や障害福祉啓発のため､施設見学の積極的な受入を実施し
た。南足柄市民生児童委員協議会や山北町社会福祉協議会ともしびショップ等､5団体77

名の方が訪れた。施設見学の際には､時間的な都合が許されれば､利用者の講話や利用
者による施設案内を行うなど､他の施設とは違った足柄療護園独自の取り組みを行った。 

 施設入所者自ら自治会を組織し活動を実施してきたが､平成22年度より役員選出が滞り､
実質活動休止状態となっている｡  
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 足柄療護園では言語聴覚士
の実習や大井高校の社会福
祉援助技術履修生の介護体
験及び教員免許取得にかか
わる体験実習の受入れを行っ
た。また､中学生の職場体験 

2名を受入れた。 

 プレアデスでは､小田原短期
大学に加え横浜こども専門学
校の実習及び中学生1名の職
場体験の受入れを行った。 実習受入実績 

5月 
25日 

家族会総会 
参加25家族29名 

懇親会 
施設清掃協力 

10月 
11日 

秋まつり準備 
役員等5名 

バザー品の 
値付け 

10月 
21日 

秋まつり協力 
役員等6名 

秋まつり協賛 
バザー販売等 

12月 
22日 

家族会全体会 
参加15家族20人 

クリスマス会協賛 
施設清掃協力 

2月 
21日 

役員選出会議 
役員等5家族5名 

役員選出 

足柄療護園家族会活動実績 家族会懇親会 

内  容 依頼先 受入数 実習期間 

足 ST実習 北里大学 1 5/26～7/5  （1ヶ月） 

足 ST実習 大阪医専門学校 2 9/29～10/24（20日） 

足 介護体験 大井高等学校 18 11/13 (1日) 

プ 保育実習 小田原短期大学 4 各10日間 

プ 保育実習 横浜こども専門 1 各12日間 

足 教員免許 神奈川県社協 2 9/1-9/9 11/10-11/18 

プ 校外実習 小田原養護学校 16 延べ45日 

足 職場体験 岡本中学校 1 10/30-10/31(2日) 

足 職場体験 湘光中学校 1 1/20-1-21(2日) 

プ 職場体験 南足柄中学校 2 2/4-2/5(2日) 

プレアデスＢＢＱ 


